

















　　　  ①林の協定打診とイギリスの無関心（1901年 4～ 5月）
　　　  ②清国賠償金問題の解決とイギリスの政策転換（6月 15日～）
　　　  ③日英か？ 日露か？（7～ 8月）
　　　  ④小村の外相就任と日本案の提出（9月 21日～）
　　　  ⑤イギリスの対ロシア交渉の失敗と日本との交渉（10～ 11月）〈以上本稿〉
　　　  ⑥林の協約締結への執念（11～ 12月）　　〈以下次号〉
　　　  ⑦伊藤の誤解とロシアとの交渉の糸口（11月 28日～）
　　　  ⑧桂の誤解とロシアとの交渉打ち切り（～ 12月 23日）









小論は，いわゆる「日英同盟」（特命全権公使 林 董 によれば「日英同盟協約」，本稿でもこ






筆者は 5年前に，拙著『「日英同盟」協約交渉とイギリス外交政策』2において，主に British 
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